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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年11月24日(2017.11.24)

【公表番号】特表2015-535015(P2015-535015A)
【公表日】平成27年12月7日(2015.12.7)
【年通号数】公開・登録公報2015-076
【出願番号】特願2015-538362(P2015-538362)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/67     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/72     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/66     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   18/67     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/42     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｇ   18/72     　　　Ｗ
   Ｃ０８Ｇ   18/66     　　　Ｄ
   Ｃ０８Ｆ  290/06     　　　　
   Ｃ０９Ｄ  175/14     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年10月16日(2017.10.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１９５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１９５】
　例
　比較例１：
　攪拌容器中に、２－ヒドロキシエチルアクリレート３４部；Ｌｕｐｒａｐｈｅｎ（登録
商標）ＶＰ　９１８４　７３部（１１２ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのＯＨ価を有する、アジピン酸
、イソフタル酸およびヘキサンジオールから形成されたポリエステルジオール）；Ｌａｒ
ｏｍｅｒ（登録商標）ＬＲ　８９８６　２９４部（２１４ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの平均ＯＨ価
および３．８モル／ｋｇの二重結合密度を有するエポキシアクリレート）；ジメチロール
プロピオン酸２８部；１，４－ブタンジオール２４部；Ｐｌｕｒｉｏｌ（登録商標）Ａ５
００Ｅ　３５部（１１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのＯＨ価を有する、キャップがメチル化された
一官能性ポリエチレングリコール）；Ｂａｓｏｎａｔ（登録商標）Ｉ　１８８部（１１１
ｇ／ｍｏｌのＮＣＯ当量を有するイソホロンジイソシアネート）；Ｂａｓｏｎａｔ（登録
商標）ＨＩ　１００　６６部（３の平均官能価および１９０ｇ／ｍｏｌのＮＣＯ当量を有
する、ヘキサメチレンジイソシアネートをベースとしたポリイソシアネート）；ＨＤＩ２
５部（８４ｇ／ｍｏｌのＮＣＯ当量を有するヘキサメチレンジイソシアネート）；２，６
　ジ－ｔ－ブチル－ｐ－クレゾール０．４部；４－ヒドロキシ－Ｔｅｍｐｏ０．２部およ
びアセトン１３５部を予め装入し、かつ室温でＢｏｒｃｈｉＫａｔ（登録商標）２４　０
．５部（ビスマスカルボキシレート）を添加した。混合物を８０℃へ加熱し、かつ８０℃
で８時間反応させた。ＮＣＯ値は、０．６５％であり、その後に反応混合物をアセトン２
００部で希釈した。トリエチルアミン１７部を添加した。３０分間にわたり、脱塩水１２
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００部を注入し、かつアセトンを真空中で留去した。分散液の固体含量を４１％に調節し
た。淡青色の分散液の粘度は、９２ｎｍの平均粒径で２６ｍＰａ ｓであった。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２０３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２０３】
【表１】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本質的に
（ａ）少なくとも１つの（環式）脂肪族ジイソシアネートおよび／または（環式）脂肪族
ポリイソシアネート、
（ｂ１）７００ｇ／ｍｏｌ未満のモル質量を有する、少なくとも１つの（環式）脂肪族ジ
オール、
（ｂ２）７００～２０００の質量平均モル質量Ｍｗを有する、少なくとも１つのポリエス
テルジオール、
（ｃ）イソシアネートに対して反応性の少なくとも１個の基および少なくとも１個のラジ
カル重合性不飽和基を有する、少なくとも１つの化合物（ｃ）、
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（ｄ）イソシアネートに対して反応性の少なくとも１個の基および少なくとも１個の酸基
を有する、少なくとも１つの化合物、
（ｅ）成分（ｈ１）および（ｈ２）とは異なる、成分（ｄ）の酸基を少なくとも部分的に
中和するための少なくとも１つの塩基、
（ｆ）厳密に１個のヒドロキシ官能基を有する、任意の少なくとも１つのモノアルコール
、
（ｇ）任意の少なくとも１つの一官能性ポリアルキレンオキシドポリエーテルアルコール
、
（ｈ１）１個または２個の炭化水素基で置換され、それらの炭化水素基が一緒になって少
なくとも１２個の炭素原子を有する、少なくとも１つのアミン、ならびに
（ｈ２）少なくとも２個の第一級アミノ基および／または第二級アミノ基を有する、任意
の少なくとも１つの化合物
から形成されたウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）。
【請求項２】
　成分（ａ）が、脂肪族ジイソシアネートおよび／または脂肪族ポリイソシアネート（ａ
１）と環式脂肪族ジイソシアネートおよび／または環式脂肪族ポリイソシアネート（ａ２
）との混合物であることを特徴とする、請求項１記載のウレタン（メタ）アクリレート。
【請求項３】
　成分（ｂ１）が、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパン
ジオール、２，２－ジメチル－１，２－エタンジオール、２，２－ジメチル－１，３－プ
ロパンジオール（ネオペンチルグリコール）、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタン
ジオール、１，４－ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオールおよびジエチレングリコ
ールからなる群から選択されていることを特徴とする、請求項１または２記載のウレタン
（メタ）アクリレート。
【請求項４】
　成分（ｂ２）が、少なくとも部分的に脂肪族ジオール構成単位および／または脂肪族ジ
カルボン酸構成単位から形成されているポリエステルジオールであることを特徴とする、
請求項１から３までのいずれか１項に記載のウレタン（メタ）アクリレート。
【請求項５】
　成分（ｃ）が、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレ
ート、２－ヒドロキシプロピルアクリレートもしくは３－ヒドロキシプロピルアクリレー
トおよび１，４－ブタンジオールモノアクリレート、グリセリンの１，２－ジアクリレー
トもしくは１，３－ジアクリレート、トリメチロールプロパンジアクリレート、ペンタエ
リトリットトリアクリレート、ジトリメチロールプロパントリアクリレートおよびジペン
タエリトリットペンタアクリレートからなる群から選択されていることを特徴とする、請
求項１から４までのいずれか１項に記載のウレタン（メタ）アクリレート。
【請求項６】
　前記化合物（ｃ）が式
【化１】

〔式中、
Ｒ1は、水素またはメチルを表わす〕のエポキシ（メタ）アクリレートであることを特徴
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とする、請求項１から４までのいずれか１項に記載のウレタン（メタ）アクリレート。
【請求項７】
　成分ｄ）がジメチロールプロピオン酸およびジメチロール酪酸からなる群から選択され
ていることを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項に記載のウレタン（メタ）
アクリレート。
【請求項８】
　化合物（ｈ１）の２個のアルキル基がそのつど互いに独立して、少なくとも６個の炭素
原子を含むことを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項に記載のウレタン（メ
タ）アクリレート。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか１項に記載の少なくとも１つのウレタン（メタ）アクリ
レートおよびさらに、少なくとも２個の（メタ）アクリレート官能基および１０００ｇ／
ｍｏｌまでの平均分子量を有する、少なくとも１つの（メタ）アクリレート（Ｂ）を含有
する被覆材料。
【請求項１０】
　（メタ）アクリレート（Ｂ）が式（ＶＩＩＩａ）～（ＶＩＩＩｄ）
【化２】

〔式中、
Ｒ7およびＲ8は、互いに独立して、水素を表わすか、または、任意にアリール、アルキル
、アリールオキシ、アルキルオキシ、ヘテロ原子および／またはヘテロ環式基によって置
換されたＣ1～Ｃ18アルキルを表わし、
ｋ、ｌ、ｍ、ｑは、それぞれ互いに独立して、１～１０の整数を表わし、かつ
各Ｘiは、ｉ＝１～ｋ、１～ｌ、１～ｍおよび１～ｑにつき、互いに独立して、－ＣＨ2－
ＣＨ2－Ｏ－、－ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ3）－Ｏ－、－ＣＨ（ＣＨ3）－ＣＨ2－Ｏ－、－ＣＨ2

－Ｃ（ＣＨ3）2－Ｏ－、－Ｃ（ＣＨ3）2－ＣＨ2－Ｏ－、－ＣＨ2－ＣＨＶｉｎ－Ｏ－、－
ＣＨＶｉｎ－ＣＨ2－Ｏ－、－ＣＨ2－ＣＨＰｈ－Ｏ－および－ＣＨＰｈ－ＣＨ2－Ｏ－か
らなる群から選択されていてよく、
ここで、Ｐｈは、フェニルを表わし、かつＶｉｎは、ビニルを表わす〕の化合物の（メタ
）アクリレートであることを特徴とする、請求項９記載の被覆材料。
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【請求項１１】
　請求項１から８までのいずれか１項に記載のウレタン（メタ）アクリレートまたは請求
項９もしくは１０記載の被覆材料で被覆された基材。
【請求項１２】
　前記被覆材料で被覆された基材が、被覆されたオーク、トウヒ、マツ、ブナ、カエデ、
クリ、プラタナス、アカシア、トネリコ、カバノキ、カサマツ、ニレ、クルミまたはマコ
レであることを特徴とする、請求項１１記載の被覆材料で被覆された基材。
【請求項１３】
　基材を被覆する方法において、請求項１から８までのいずれか１項に記載のウレタン（
メタ）アクリレートまたは請求項９もしくは１０記載の被覆材料を基材上に施与し、引き
続き乾燥させ、かつ放射線硬化させることを特徴とする、前記方法。
【請求項１４】
　前記被覆材料で被覆された基材が、被覆されたオーク、トウヒ、マツ、ブナ、カエデ、
クリ、プラタナス、アカシア、トネリコ、カバノキ、カサマツ、ニレ、クルミまたはマコ
レであることを特徴とする、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　被覆材料として、または被覆材料における、請求項１から８までのいずれか１項に記載
のウレタン（メタ）アクリレートの使用。
【請求項１６】
　前記被覆材料で、木材、紙、繊維、皮革、フリース、プラスチック表面、ガラス、セラ
ミック、鉱物質建築材料、金属、コーテッドメタル、紙、板紙または厚紙が被覆されるこ
とを特徴とする、請求項１５記載の使用。
【請求項１７】
　前記被覆材料で、オーク、トウヒ、マツ、ブナ、カエデ、クリ、プラタナス、アカシア
、トネリコ、カバノキ、カサマツ、ニレ、クルミ、マコレまたはコルクが被覆されること
を特徴とする、請求項１５記載の使用。
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